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人口 高齢化率 過去10年の
人口変化

稲武地区 2,061 53.2% ▲21.8％

足助地区 7,102 43.9% ▲18.0％

旭地区 2,415 48.5% ▲21.0%

豊田市全域 418,312 24.7% ▲0.7%

対象の3地区

豊田市は平成17年に中山間地域の6町村を合併
対象は岐阜県、長野県の県境を接する3地区

豊田市

3地区は高齢化率が40%以上
この10年間で人口が2割減少

豊田市地域バスの例
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• あいま～る（足助）
• 中山間地域の中心地

• バスのサービスレベルが
非常に低い

定時
定路線

地域路線12路線

+ 町内巡回便1路線

運行日･頻度(各路線)

地域路線：週1回・2往復/日

町内巡回・月～金3便/日

大人1回200円，小人1回100円

デマンド
バス

なし
※2017年路線図

豊田市地域バスの例：あいま～る（足助地区）
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• 旭コッキ―バス（旭）
• R2年10月に，定時定路線を減便
（週に16往復→週8往復）

• デマンドバスを拡大
（週40時間→週55時間）

※2019年路線図

定時

定路線

4路線

運行日･頻度(各路線)

週1回2往復/日

料金

大人1回200円，小人1回100円

デマンド

バス

運行日：平日月～金

運行時間：9:00～20:00

予約受付：当日の利用1時間前まで

料金

大人1回200円，小人1回100円

豊田市地域バスの例：旭コッキーバス（旭地区）
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• どんぐりバス（稲武地区）
• 定時定路線は週92往復

• デマンドバスは週27時間
• R4から予約時間の締切が前日17 時
から，当日の利用1時間前に変更

定時

定路線

2路線

運行日・頻度(各路線)

平日8往復/日，休日3往復/日

料金

大人1回200円，小人1回100円

デマンド

バス

運行日：月・水・金

運行時間：8:00～17:00

予約受付：当日の利用1時間前まで

料金

大人1回200円，小人1回100円

豊田市地域バスの例
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• 足助地区，旭地区では利用者1人の
輸送費用が大きく上昇

• 特に旭地区では15000円に迫っている

＜あいま～る（足助）＞

＜旭コッキ―バス（旭）＞

＜どんぐりバス（稲武）＞

※左軸：年間利用者数（人），運行経費（万円）
右軸：利用者1人当たりの行政負担額（円）

地域バスの収支状況
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豊田市の基幹バス
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※左軸：年間利用者数（人），運行経費（千円）
右軸：利用者1人当たりの行政負担額（円）

豊田市の基幹バス
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※左軸：年間利用者数（人），運行経費（千円）
右軸：利用者1人当たりの行政負担額（円）

豊田市の基幹バス
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※左軸：年間利用者数（人），運行経費（千円）
右軸：利用者1人当たりの行政負担額（円）

豊田市の基幹バス
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• 藤岡・豊田線
（加納経由）

• 小原・豊田線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 99,754 97,505 2.3% 62,253 26,110 6,255 36,143 24,594 47.0% 41.9% 31.9% 362 12.1

H30年度 104,531 99,754 4.8% 60,981 27,647 6,638 33,334 36,143 -7.8% 45.3% 34.5% 319 12.6

R1年度 101,129 104,531 -3.3% 62,685 27,624 7,282 35,061 33,334 5.2% 44.1% 32.5% 347 12.2

今年度 前年度 増減率

R2年度 72,067 101,129 -28.7% 62,110 14,391 8,008 47 0 39,664 35,006 36.1% 23.2% 550 8.7

R3年度 80,371 72,067 11.5% 64,304 16,256 8,417 59 0 39,664 39,664 38.4% 25.3% 492 9.7

一便あた

り（人数/

便数）

その他収

入（千

円）

今年度

市負担

金額

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

県費補助

金（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 200,685 198,816 0.9% 104,823 71,979 19,327 32,844 30,139 9.0% 68.7% 50.2% 164 23.6

H30年度 201,018 200,685 0.2% 105,253 73,273 19,234 31,980 32,844 -2.6% 69.6% 51.3% 159 23.6

R1年度 194,027 201,018 -3.5% 107,749 72,227 19,525 35,522 31,980 11.1% 67.0% 48.9% 183 22.8

今年度 前年度 増減率

R2年度 135,549 194,027 -30.1% 110,383 35,672 20,295 959 0 53,457 34,479 50.7% 32.3% 394 15.9

R3年度 151,015 135,549 11.4% 109,079 39,563 21,528 669 0 47,319 53,457 56.0% 36.3% 313 17.8

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 藤岡・豊田線

（西中山経由）

• 旭・豊田線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 99,754 97,505 2.3% 62,253 26,110 6,255 36,143 24,594 47.0% 41.9% 31.9% 362 12.1

H30年度 116,094 118,988 -2.4% 44,019 33,729 6,931 10,290 8,755 17.5% 76.6% 60.9% 89 20.8

R1年度 110,809 116,094 -4.6% 44,423 32,943 6,570 11,480 10,290 11.6% 74.2% 59.4% 104 19.9

今年度 前年度 増減率

R2年度 83,536 110,809 -24.6% 44,619 20,223 6,650 430 0 17,316 11,069 60.2% 45.3% 207 15

R3年度 97,077 83,536 16.2% 46,514 23,529 6,956 101 0 15,928 17,316 65.5% 50.6% 164 17.4

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 91,908 83,486 10.1% 83,862 40,611 18,430 43,251 42,329 2.2% 48.4% 26.4% 471 10.8

H30年度 91,963 91,908 0.1% 85,550 35,893 13,824 49,657 43,251 14.8% 42.0% 25.8% 540 10.8

R1年度 96,804 91,963 5.3% 87,038 34,362 11,153 52,676 49,657 6.1% 39.5% 26.7% 544 11.4

今年度 前年度 増減率

R2年度 66,438 96,804 -31.4% 86,561 15,880 12,272 873 0 57,536 51,793 32.5% 18.3% 866 7.8

R3年度 77,424 66,438 16.5% 86,538 18,269 15,386 833 0 52,050 57,536 38.9% 21.1% 672 9.1

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 豊田・渋谷線

• 旭・足助線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 197,887 182,283 8.6% 34,949 30,274 0 4,675 7,489 -37.6% 86.6% 86.6% 24 15.2

H30年度 212,958 197,887 7.6% 35,935 31,170 0 4,765 4,675 1.9% 86.7% 86.7% 22 16.4

R1年度 227,891 212,958 7.0% 40,842 37,650 3,192 4,765 -33.0% 92.2% 92.2% 14 22.3

今年度 前年度 増減率

R2年度 162,570 227,891 -28.7% 44,718 29,141 0 0 0 15,577 3,192 65.2% 65.2% 96 15.9

R3年度 176,293 162,570 8.4% 46,456 27,644 0 0 0 18,812 15,577 59.5% 59.5% 107 17.3

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 9,015 10,406 -13.4% 26,766 2,468 0 24,298 18,977 28.0% 9.2% 9.2% 2,695 1.7

H30年度 10,159 9,015 12.7% 29,629 2,787 0 26,842 24,298 10.5% 9.4% 9.4% 2,642 1.9

R1年度 9,945 10,159 -2.1% 29,497 2,746 26,751 26,842 -0.3% 9.3% 9.3% 2,690 1.9

今年度 前年度 増減率

R2年度 8,910 9,945 -10.4% 29,809 2,241 0 2,166 0 25,402 24,585 7.5% 7.5% 2,851 1.7

R3年度 7,361 8,910 -17.4% 30,071 1,799 0 3,269 0 25,003 25,402 6.0% 6.0% 3,397 1.4

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 稲武・足助線

• さなげ・足助線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 37,108 38,027 -2.4% 104,001 12,754 0 91,247 91,628 -0.4% 12.3% 12.3% 2,459 3.7

H30年度 36,270 37,108 -2.3% 104,334 12,981 0 91,353 91,247 0.1% 12.4% 12.4% 2,519 3.6

R1年度 33,737 36,270 -7.0% 105,849 12,470 93,379 91,353 2.2% 11.8% 11.8% 2,768 3.4

今年度 前年度 増減率

R2年度 28,869 33,737 -14.4% 107,597 10,029 0 6,292 1,259 90,017 85,840 9.3% 9.3% 3,118 2.9

R3年度 31,833 28,869 10.3% 107,318 10,248 0 9,743 1,213 86,114 90,017 9.5% 9.5% 2,705 3.2

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 198,616 193,586 2.6% 126,363 64,025 17,421 62,338 25,817 141.5% 50.7% 36.9% 314 13.9

H30年度 195,127 198,616 -1.8% 157,580 62,770 18,410 94,810 62,338 52.1% 39.8% 28.2% 486 13.6

R1年度 201,409 195,127 3.2% 159,308 65,105 18,997 94,203 94,810 -0.6% 40.9% 28.9% 468 13.9

今年度 前年度 増減率

R2年度 154,494 201,409 -23.3% 162,751 34,743 18,288 0 0 109,720 94,203 32.6% 21.3% 710 10.6

R3年度 175,456 154,494 13.6% 154,710 40,050 18,375 0 0 96,285 109,720 37.8% 25.9% 549 12

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 下山・豊田線

• 保見・豊田線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 138,361 131,972 4.8% 79,324 49,800 8,942 29,524 19,802 49.1% 62.8% 51.5% 213 15.8

H30年度 169,736 138,361 22.7% 94,522 56,624 10,710 37,898 29,524 28.4% 59.9% 48.6% 223 19.4

R1年度 202,903 169,736 19.5% 110,212 64,610 11,651 45,602 37,898 20.3% 58.6% 48.1% 225 16.7

今年度 前年度 増減率

R2年度 148,504 202,903 -26.8% 111,909 38,156 11,886 0 0 61,867 45,602 44.7% 34.1% 417 12.2

R3年度 165,233 148,504 11.3% 116,121 42,267 12,691 0 0 61,163 61,867 47.3% 36.4% 370 13.6

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 372,760 361,276 3.2% 80,451 58,114 0 22,337 22,876 -2.4% 72.2% 72.2% 60 27.4

H30年度 386,602 372,760 3.7% 81,418 60,801 0 20,617 22,337 -7.7% 74.7% 74.7% 53 28.4

R1年度 390,631 386,602 1.0% 96,393 60,302 36,091 20,617 75.1% 62.6% 62.6% 92 28.7

今年度 前年度 増減率

R2年度 301,557 390,631 -22.8% 95,694 46,665 0 0 0 49,029 36,091 48.8% 48.8% 163 22.1

R3年度 330,013 301,557 9.4% 98,997 50,519 0 0 0 48,478 49,029 51.0% 51.0% 147 24.2

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 中心市街地
玄関口バス

• 土橋・豊田東
環状線

豊田市の基幹バス

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 70,103 46,122 52.0% 24,658 6,606 0 18,052 19,718 -8.4% 26.8% 26.8% 258 4

H30年度 78,657 70,103 12.2% 25,735 7,417 0 18,318 18,052 1.5% 28.8% 28.8% 233 4.5

R1年度 79,633 78,657 1.2% 27,619 7,505 20,114 18,318 9.8% 27.2% 27.2% 253 4.5

今年度 前年度 増減率

R2年度 68,384 79,633 -14.1% 28,095 6,536 0 0 0 21,559 20,114 23.3% 23.3% 315 3.9

R3年度 69,584 68,384 1.8% 25,878 6,550 0 0 0 19,328 21,559 25.3% 25.3% 278 4

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 923,910 888,404 4.0% 328,444 168,658 0 159,786 168,514 -5.2% 51.4% 51.4% 173 20.3

H30年度 953,583 923,910 3.2% 329,117 175,563 0 153,554 159,786 -3.9% 53.3% 53.3% 161 20.9

R1年度 992,101 953,583 4.0% 332,286 182,839 149,447 153,554 -2.7% 55.0% 55.0% 151 20.4

今年度 前年度 増減率

R2年度 686,757 992,101 -30.8% 338,068 128,335 0 0 0 209,733 149,447 38.0% 38.0% 305 15

R3年度 737,262 686,757 7.4% 344,485 138,408 0 0 0 206,077 209,733 40.2% 40.2% 280 16.1

県費補助

金（千

円）

その他収

入（千

円）

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％）

今年度

市負担

金額路線名

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

収入率

（補助金

含む）

一便あた

り（人数/

便数）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金

一便あた

り（人数/

便数）

前年度

市負担

金額

収入率

（補助金

含む）

収入率

（補助金

除く）

利用者一

人当たり

（負担金
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• 基幹バス合計

• 豊田市の歳入・歳出：おおよそ2000億

• （交通関連は？）

• →歳出における基幹バス運行経費の占める割合：0.6%（地域バスは各支所予算から支出していると思われる）

今年度 前年度 増減率

うち補助

金 今年度 前年度 増減率

H29年度 2,439,861 2,329,388 4.7% 1,118,147 557,509 76,630 560,638 496,477 12.9% 49.9% 43.0% － －

H30年度 2,556,698 2,459,095 4.0% 1,154,073 580,655 75,747 573,418 533,250 7.5% 50.3% 43.8% － －

R1年度 2,641,019 2,556,698 3.3% 1,203,901 600,383 75,178 603,518 573,418 5.2% 49.9% 43.6% － －

今年度 前年度 増減率

R2年度 1,917,635 2,641,019 -27.4% 1,222,314 382,012 77,399 10,767 1,259 750,877 591,421 37.59% 31.25% － －

R3年度 2,098,922 1,917,635 9.5% 1,230,471 415,102 83,353 14,674 1,213 716,221 750,877 40.51% 33.74% － －

今年度

市負担

前年度市

負担金額

収入率（補

助金含む）

収入率（補助

金除く）

利用者一

人当たり

一便あた

り（人数/

収入率（補

助金除く）

（％）

利用者一人当

たり（負担金

額/利用者

一便あた

り（人数/

便数）

路線名

年間利用者数（人，％） 運行経費

（千円）

運行収入

（千円）

国庫補助

金

県費補助

金（千

その他収

入（千

年度

年間利用者数（人，％）

運行経費

（千円）

収入等

（千円）

市負担金額（千円，％） 収入率（補

助金含む）

（％）
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• Web調査：タクシー・バスの利用とサービス継続のための支払い意思額
• 愛知，岐阜，三重，静岡，長野の5県，2016年12月2日～5日

通勤・通学 買物 通院

ﾄﾘｯﾌﾟ数 料金 ﾄﾘｯﾌﾟ数 料金 ﾄﾘｯﾌﾟ数 料金

名古屋 8.5 258 3.8 189 2.0 214

静岡・浜松 6.8 433 1.6 175 0.9 257

20~50万
人

9.0 535 2.3 210 1.2 333

5~20万人 6.1 422 2.2 242 1.1 569

2~5万人 6.4 505 2.5 273 1.0 490

2万人未満 4.9 527 2.6 335 1.0 644
※ﾄﾘｯﾌﾟ数：片道で1ﾄﾘｯﾌﾟ(回/月)

※料金：片道料金(円)

小規模都市ほど移動
費用が高い

都市規模と移動コスト
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• 交通利便性は地域ごとに大きく異なる
• 都市部：移動コストが低い
（短距離，低コスト）

• 郊外・中山間地域：移動コストが高い
（長距離，高コスト）

• 多様な地域間でどのようにサービスを
提供すべきか？
• 交通不便地域ほど，単位距離当たりの
コストを安価にするべきか？

平等 公平

メモ：平等から公平へ
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• 宇都宮（2020）地域公共交通の統合政策（P.54-55）

• 鉄道予算の全貌を把握することは難しいが，「地域公共交通確保維持改善事業費（国費）」は公
共事業関係予算の0.14%（204億円）で，減少傾向

• これとは別に，地方自治体からの補助もある．バスは536億円（2019年）．ただし減少傾向．

• 一方，道路整備予算は31.1%（4兆5799億円）で，増加傾向

道路と鉄道の財源比較
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• スイスでモビリティツールの所有と
旅行行動を調査．

• CAVがタクシーだけでなく自家用車とし
て利用できるようになったとしても，
人々は所有する車の数を変更したくない．

• 低速モードや公共交通機関からより，従
来の自動車から自動運転車への乗り換え
が多い．

• という文献もある．

CAVは自家用？タクシー？
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地域公共交通や一般道路の位置づけ（経済学の４象限）

競合性

排除性 非排除性

非競合性

私的財

食料、衣服、自動車、家電

コモンプール財

漁業資源、木材、石炭
水資源

クラブ財

映画、有料公園、図書館
衛星放送

純粋公共財

無料放送、空気
国防、知識

地域
公共交通

商用移動
サービス

需要＜供給

需要＞供給

一般道路

需要＜供給

需要＞供給
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シェア（共有）可能な財の性質

• 排除可能性と競合性は厳密ではない

• 近年のシェア可能な財の性質は、

「排除可能」＆「耐久性がある」＆「非分割財」から派生するサービス

• 耐久財はその派生サービスを消費する人数により財の性質が異なる。

財の性質が変わる境界が定員。

⇒利用者数が定員内の場合、競合性が発生しない。

定員以上の場合には、競合性が発生する。

※需要が定員を超え、定員以上乗車できない場合は、「私的財」

鉄道のように定員超過に柔軟なものは、完全には競合しないが（「クラブ財」）、負の外部性を持つ。

（出展） 次世代モビリティの経済学
高原 勇・栗野盛光(2021)

スマートモビリティーを活用した２次・３次交通は、クラブ財（中量輸送）と
私的財（パーソナル・少量輸送）の両方を含めた議論を行いたい。
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「なぜ公共財が必要か」～コスト負担の変容概念から～

大小 個人負担コスト（一般化費用／1トリップ）
（運賃、待ち時間、心理的障壁等）

社
会
負
担
コ
ス
ト

（
外
部
費
用
・
補
助
金
・
内
部
補
助
）

小

大

BRT

自動運転
BRT

地方
マイカー

自動運転
マイカー

地方民鉄

ガソリン消費及び自治体補助金によ
る社会コストが高い
バス本数減⇒利便性低下のため個人
コストが高い

BRT
需要減

鉄道需要減

ドライバー減による
社会コスト減

自家用車からの一部
転移による個人コス
ト増。渋滞・事故減
による社会コスト減

公共財化による
個人コスト減

自動運転社会におけるコスト負担の変容概念

目指すべき状態

:公共交通

:マイカー

凡例

自動運転社会における社会・個人のコスト負担の変容概念は以下の通り推移すると想定。

地方
バス

ガソリン消費・希少資源使用
による社会コストが高い
サンクコストが認識されてい
ないため個人コストが低い

自治体補助金に
よる社会コスト

社会コスト・個人
コストの大幅な減
(持続可能な交通
モードの構築)

鉄道需要減

自動運転
都市内

２次交通

公共財への貢献

都市内

２次交通

ドライバー減による
社会コスト減

SM公共財PF

公共財の活用

自動運転
地方バス

ドライバー減による
社会コスト減

都市
マイカー

自動運転
マイカー
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本小委員会における検討ロードマップは以下の通り進めていきたい

スマートローカルモビリティ公共財プラットフォーム小委員会の検討ロードマップ

本小委員会
検討論点の整理

• 公共財が求められる
社会背景の定義

• 本小委員会で検討す
べきテーマとオプ
ションの整理

検討
期間

Agenda

2022年度 2023～2024年度 2025年度

公共財サービス提供のあり方検討
政策提言書
とりまとめ

公共財実現シナリオ
の具体化

コンソーシアム
組成準備

公共財アーキテクチャのあり方検討

制度設計/法整備のあり方検討
公共財システム
仕様詳細設計

公共財の定義
構造の整理

各検討オプションの
方向性定義

計2回開催 計12回開催

後続検討
Agendaの整理

スマートローカルモビリティ公共財プラットフォーム小委員会 コンソーシアム

11月

監督官庁
自治体等討議

• 各検討テーマにおけ
るオプション評価と
方向性の合意形成

• 公共財として管理すべき領域及び、具備すべき機
能要件定義

• 各事業者保有システムとの連携方針定義

• 公共財運営の財源確保のあり方定義
(税制等)

• 法体系の整備方針の定義

• 公共財が民間事業に提供すべきサービス定義 • 左記、「サービス」
「システム」「制
度」を取りまとめた
公共財の全体構想整
理

• 公共財の実現に向け
た課題解決の方向性
定義

• 公共財の概念と必要
性を行政に提言する
方向資料の作成

• 政策提言を踏まえた、
各省庁及び自治体と
の意見交換及び、各
論討議

• 取りまとめた公共財
構想の社会実装に向
けた残課題の整理

• 民間事業者を含めた
詳細検討機関の発足
に向けた各種契約等
準備

• 運行管理システムの
仕様詳細設計

• 各事業者システムと
のAPI連携ルール策定

計4回開催 3月

コンソーシアムWG
発足

• 小委員会にて取りま
とめられた方針に基
づき、コンソーシア
ムWGを組成

検討ロードマップ


